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大
阪
懇
話
会 

結
成
３
周
年

共
済
団
体
の
共
同
を
確
認

庁
が
４
月
21
日
に
出
し
た
規

制
方
針
（
案
）
を
踏
ま
え
、

今
後
の
運
動
の
進
め
方
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

　

自
主
共
済
の
適
用
除
外
を

求
め
る
動
き
は
05
年
12
月
に

全
国
懇
話
会
が
結
成
さ
れ
て

か
ら
本
格
化
し
た
。
国
会
議

員
・
金
融
庁
へ
の
要
請
、
国

会
内
集
会
、
地
方
自
治
体
に

向
け
た
意
見
書
採
択
を
求
め

る
陳
情
や
請
願
署
名
を
精
力

的
に
続
け
、
保
険
業
法
の
不

当
な
規
制
に
対
す
る
理
解
が

広
ま
っ
た
。
自
主
共
済
を
救

済
す
る
議
員
立
法
は
こ
れ
ま

で
未
成
立
な
が
ら
４
回
提
出

さ
れ
て
お
り
、
懇
話
会
運
動

の
成
果
の
一
つ
と
言
え
る
。

　

金
融
庁
は
昨
年
12
月
以

降
、
共
済
事
業
の
規
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
よ
う
や
く
検

討
を
開
始
。
今
年
２
月
に
は

保
団
連
や
知
的
障
害
者
互
助

会
な
ど
各
団
体
が
同
庁
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
受
け
、
保
険
業

法
の
一
部
改
正
に
よ
る
措
置

で
制
度
継
続
が
可
能
と
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

斉
藤
氏
は
、
同
庁
が
４
月
21

日
付
で
発
表
し
た
内
容
に
つ

い
て
「
新
法
人
へ
の
移
行
が

義
務
付
け
ら
れ
た
公
益
法
人

と
同
様
に
、
任
意
団
体
の
共

済
事
業
の
継
続
要
件
と
し
て

法
人
格
取
得
が
追
加
さ
れ

た
。
今
回
の
法
律
改
正
の
主

旨
は
、
共
済
事
業
を
健
全
に

運
営
し
て
い
た
団
体
に
一
定

の
要
件
下
で
運
営
を
認
め
る

も
の
で
、
任
意
団
体
に
も
法

人
格
取
得
を
求
め
る
の
は
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
指
摘

し
、
さ
ら
な
る
運
動
の
発
展

を
呼
び
か
け
た
。

　

医
科
協
会
・
杉
嶋
正
信
事

務
局
長
は
、
規
制
（
案
）
に

対
す
る
保
団
連
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
同
案

の
問
題
点
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
今
国
会
に
注
視
し

な
が
ら
自
主
共
済
団
体
が
分

断
さ
れ
な
い
よ
う
共
同
し
、

懇
話
会
活
動
へ
の
参
加
を
広

く
呼
び
か
け
る
こ
と
を
柱
と

し
た
活
動
方
針
・
提
起
を
参

加
者
全
員
で
確
認
し
た
。

９万人が集まった沖縄県民大会＝４月25日、
沖縄県読谷村

９万人が「基地はいらない」
県内移設反対の大きなうねり

　

「
日
本
に
ア
メ
リ
カ
の
基

地
は
い
ら
な
い
」―

―

。
米

軍
普
天
間
基
地
の
早
期
閉
鎖

・
返
還
を
求
め
、
県
内
移
設

に
反
対
す
る
県
民
大
会
が
４

月
25
日
、
沖
縄
県
読
谷
村
運

動
広
場
で
開
か
れ
、
県
内
外

か
ら
９
万
人
が
参
加
し
、
県

内
移
設
反
対
の
大
き
な
う
ね

り
を
巻
き
起
こ
し
た
。

摘
し
、
患
者
の
窓
口
負
担
軽

減
や
明
細
書
義
務
化
拡
大
の

反
対
運
動
に
取
り
組
む
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

兵
頭
氏
は
、
新
旧
点
数
の

比
較
症
例
を
も
と
に
、
義
調

や
Ｐ
混
検
な
ど
の
変
更
点
や

点
数
算
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
処
と
Ｐ

基
処
の
使
い
分
け
の
質
問
に

対
し
て
は
「
Ｐ
基
処
算
定

後
、
同
月
内
に
Ｐ
急
発
が
起

こ
っ
た
場
合
、
Ｐ
処
は
算
定

で
き
ず
薬
剤
の
み
の
算
定
と

な
る
。
急
性
症
状
が
出
そ
う

　

結
成
３
年
を
迎
え
た
「
共

済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る

大
阪
懇
話
会
」は
４
月
23
日
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
学
習
交
流

会
を
開
き
11
団
体
か
ら
70
人

が
参
加
し
た
。
斉
藤
義
孝
氏

（
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
理

事
長
）
が
、
改
正
保
険
業
法

が
施
行
さ
れ
た
２
０
０
６
年

４
月
以
降
の
自
主
共
済
を
守

る
取
り
組
み
の
到
達
、
金
融

共済懇話会
学習交流会

な
ら
、
Ｐ
基
処
の
算
定
を
見

合
わ
せ
、
Ｐ
処
＋
薬
剤
料
の

複
数
日
算
定
の
選
択
も
必
要

だ
ろ
う
」と
丁
寧
に
答
え
た
。

相
談
を
受
け
た
。
地
区
役
員

の
中
西
幹
夫
氏
が
18
日
、
歯

科
健
康
相
談
に
出
務
し
、
一

人
ひ
と
り
丁
寧
に
応
対
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
や
、
無
料
の
弁
護
士
相

談
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
　

◇　
　

◆　
　

◇

が
く
っ
き
り
と
残
っ
て
い

る
。
日
常
生
活
の
中
に
基
地

が
あ
り
、
基
地
の
中
に
生
活

が
あ
る
。
こ
れ
以
上
基
地
を

作
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　

「
日
米
安
保
条
約
が
あ
る

か
ら
、
日
本
に
基
地
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
。
安
保
条
約
で
本
当
に
日

本
の
平
和
が
守
ら
れ
て
き
た

か
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
イ
ラ

ク
戦
争
、ア
フ
ガ
ン
戦
争
で
、

沖
縄
軍
事
基
地
が
ど
ん
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
か
。
世

界
情
勢
の
変
化
の
中
で
安
保

条
約
を
考
え
直
す
時
期
に
き

て
い
る
。
基
地
問
題
が
大
き

な
転
機
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
強
く
感
ず
る
。

い
る
。
こ
ん
な
自
然
豊
か
な

島
が
ほ
か
に
あ
ろ
う
か
。
こ

の
豊
か
な
自
然
に
最
も
ふ
さ

わ
し
く
な
い
、
ど
こ
ま
で
も

続
く
米
軍
基
地
の
フ
ェ
ン

ス
。
迷
彩
色
の
軍
用
車
に
よ

っ
て
、
い
ま
だ
に
占
領
さ
れ

て
い
る
に
等
し
い
。

必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
あ
げ
る
。

　

日
本
国
中
ど
こ
も
米
軍
基

地
受
け
入
れ
の
場
所
な
ど
な

い
の
が
明
ら
か
で
、
地
球
上

か
ら
軍
事
基
地
を
な
く
す
こ

と
が
世
界
の
流
れ
だ
。
こ
の

大
集
会
が
日
本
の
歴
史
を
変

　

県
民
大
会
に
参
加
し
て
、

高
校
生
代
表
の
岡
本
か
な
さ

ん
の
「
基
地
問
題
は
沖
縄
県

民
だ
け
で
な
く
、
日
本
国
民

す
べ
て
の
人
が
自
分
の
問
題

だ
と
考
え
て
ほ
し
い
」
と
の

訴
え
が
強
く
心
に
残
る
。

　

私
は
基
地
問
題
を
自
分
の

問
題
と
し
、
沖
縄
と
心
を
一

つ
に
す
る
べ
く
、
読
谷
村
の

大
会
場
に
身
を
置
い
た
。
９

万
分
の
１
の
力
で
し
か
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
結

集
が
９
万
人
の
マ
グ
マ
と
し

て
会
場
に
燃
え
上
が
る
。

　

県
内
41
市
長
・
村
長
す
べ

て
の
首
長
が
出
席
し
、
仲
井

眞
県
知
事
は
「
こ
の
熱
気
が

必
ず
日
米
政
府
を
動
か
し
、

納
得
の
い
く
解
決
を
用
意
す

自主共済を守るとりくみの
到達について話す斉藤氏＝
４月23日、Ｍ＆Ｄホール　

泉
州
地
区
説
明
会
の
様
子（
上
）と
、
な
ん
で
も
相
談
村
で

歯
科
健
診
を
す
る
中
西
氏（
下
）

沖縄県民大会

る
と
確
信
す
る
」
と
挨
拶
す

る
。
普
天
間
基
地
を
抱
え
る

宜
野
湾
市
の
伊
波
洋
一
市

長
、
移
設
先
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
名
護
市
の
稲
嶺
進
市
長

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
普
天
間
だ

け
で
な
く
、
沖
縄
か
ら
基
地

を
な
く
せ
と
日
米
両
政
府
に

現　　地
リポート

沖
縄
と
心
を
一
つ
に

玉
川 
和
隆（
協
会
名
誉
理
事
長
）

　

協
会
の
泉
州
地
区
は
４
月

24
日
、
り
ん
く
う
ゲ
ー
ト
タ

ワ
ー
で
新
点
数
説
明
会
を
開

き
、
38
人
が
参
加
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
山
上
紘
志

副
理
事
長
と
兵
頭
正
道
理
事

（
社
保
研
究
・
臨
床
学
術
部

員
）
が
講
師
を
務
め
、『
２

０
１
０
年
改
定
の
要
点
と
解

説
』
を
も
と
に
解
説
し
た
。

　

山
上
氏
は
、
今
次
の
改
定

率
は
実
質
ゼ
ロ
で
、
不
合
理

な
包
括
や
減
算
が
あ
る
と
指

　

八
尾
社
会
保
障
推
進
協
議

会
（
会
長
・
伊
津
進
弘
）

は
、
近
鉄
八
尾
駅
前
で
「
八

尾
な
ん
で
も
相
談
村
」
を
４

月
17
・
18
日
に
開
き
、
歯
科

で
は
治
療
中
断
の
患
者
さ
ん

や
、
借
金
に
苦
し
む
市
民
が

　

健
診
に
来
ら
れ
た
一
人
暮

ら
し
の
80
歳
の
老
女
は
、
元

気
で
口
腔
内
も
清
潔
に
さ
れ

て
い
た
が
、
日
ご
ろ
の
相
手

が
い
な
い
の
で
、
話
を
聞
い

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。
１
時

間
以
上
話
し
微
笑
ま
れ
て
い

た
。
超
高
齢
化
社
会
を
ひ
か

え
、
孤
独
な
お
年
寄
り
の
話

を
ゆ
っ
く
り
と
聞
く
機
会
を

増
や
す
こ
と
の
重
要
性
を
認

識
し
た
。
単
に
、
生
活
相
談

や
、
健
康
相
談
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
人
の
心
を
癒
す
企

画
で
も
あ
る
と
感
じ
た
。

泉
州
地
区

新
点
数
説
明
会
開
く

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

「
八
尾
な
ん
で
も
相
談
村
」

中
西 

幹
夫（
東
大
阪
市
）

人
の
心
を
癒
す
企
画

　

辺
野
古
の
テ
ン
ト
村
で
座

り
込
み
に
参
加
し
て
き
た
。

「
２
１
９
７
日
目
」
の
表
示

が
あ
り
、
こ
の
力
が
基
地
建

設
を
阻
止
し
て
き
た
。
テ
ン

ト
村
近
く
の
基
地
を
仕
切
る

鉄
条
網
の
む
こ
う
に
は
、
昨

日
の
演
習
の
戦
車
の
轍
の
跡

え
、
日
米
両
政
府
を
動
か
す

大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

私
は
４
月
22
日
〜
26
日
ま

で
沖
縄
に
滞
在
し
た
が
、
沖

縄
の
空
は
青
く
高
く
、
木
の

緑
は
深
く
、
海
は
ど
こ
ま
で

も
碧
く
、
花
は
赤
く
燃
え
て

要
求
し
よ
う
」、「
こ
れ
以
上

沖
縄
に
、
わ
が
国
に
新
し
い

基
地
は
い
り
ま
せ
ん
。
移
設

先
探
し
は
答
え
は
得
ら
れ
な

い
」
と
訴
え
、
県
外
移
設
先

候
補
地
の
鹿
児
島
県
徳
之
島

の
３
町
長
は
「
普
天
間
の
基

地
は
沖
縄
に
も
徳
之
島
に
も


